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図 2 現況配置図 

 

  

図 3 立面図及び現況用途 

 

（i）現状の課題・今後の目標 

 現状規模では土地を活かしきれていない（指定容積率が余っている） 

 管理運営の効率化 

→民間施設を併設させることで土地のポテンシャルを活かしながら、管理運営の効率化を図る 

 財政負担の削減 

→民間活力の導入により県の財政負担を削減させる 

 

（ii）グループワークの概要 

以下の 2 つのテーマについて、地方公共団体職員及び民間事業者混合のグループごとに協議を行い、
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最終的にはグループごとで意見をとりまとめ、発表いただいた。 

 

＜グループワークのテーマ＞ 

テーマ① 民間施設の導入メニューについて 

テーマ② 財政削減のための事業手法について 

 

＜グループワークの検討条件＞ 

 対象となる敷地は 

 近隣商業地域（建ぺい率 80％、容積率 300％） ：3000㎡ 

 第１種住居地域（建ぺい率 60％、容積率 200％）：1000㎡ とする 

 高さ制限等は考えない 

 現状の規模（5300㎡）以上は県の施設として利用する 

 

  

図 4 グループワークの様子 

 

 

 

 

図 5立替後のイメージ（左：合築の例，右：別棟の例） 
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（２）平成３０年度サウンディング調査 

 

 

＜サウンディングの検討条件＞ 

【施設要件等】 

 現施設用地での建替 

 施設規模は現状以上（建築面積 約 2000㎡、延床面積 約 5300㎡） 

 施設構成は現状以上（執務室面積 約 4900㎡、 会議室面積 約 200×2室） 

 利便施設整備（例：コンビニエンスストアなど）の検討を行う 

 駐車可能台数の増台（74台 → 100台程度）の検討を行う 

【事業スキーム等】 

 想定する事業手法：ＰＦＩ＋余剰地活用（借地） 

 想定する余剰地の活用用途：賃貸マンション、サテライトキャンパス等（子育て世代や若者の

往来を誘発する用途） 

 民間事業者の業務範囲：設計・建設、維持管理（建築設備の維持管理及び清掃、警備。大規模

修繕を除く。）運営（駐車場管理、会議室貸出、利便施設運営） 

 事業期間：15年間（維持管理・運営期間） 

 事業形態：サービス購入型（利便施設運営は独立採算） 

【事業スケジュール】 

 事業スケジュール…平成 34年 3月末の事業契約、協定書の締結を目指し準備中 

 

 


